
「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表 

目標 

  
小学校第３学年及び第４学年 

外国語活動 

小学校第５学年及び第６学年 

外国語 

中学校 

外国語 

  

外国語によるコミュニケーションに

おける見方・考え方を働かせ，外国

語による聞くこと，話すことの言語

活動を通して，コミュニケーション

を図る素地となる資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。  

外国語によるコミュニケーションに

おける見方・考え方を働かせ，外国

語による聞くこと，読むこと，話す

こと，書くことの言語活動を通し

て，コミュニケーションを図る基礎

となる資質・ 能力を次のとおり育

成することを目指す。  

外国語によるコミュニケーションに

おける見方・考え方を働かせ，外国

語による聞くこと，読むこと，話す

こと，書くことの言語活動を通し

て，簡単な情報や考えなどを理解し

たり表現したり伝え合ったりするコ

ミュニケーションを図る資質・能力

を次のとおり育成することを目指

す。  

（知識 

及び技能） 

(1) 外国語を通して，言語や文化に

ついて体験的に理解を深め，日本

語と外国語との音声の違い等に気

付くとともに，外国語の音声や基

本的な表現に慣れ親しむようにす

る。  

 (1) 外国語の音声や文字，語彙，

表現，文構造，言語の働きなどに

ついて，日本語と外国語との違い

に気付き，これらの知識を理解す

るとともに，読むこと，書くこと

に慣れ親しみ，聞くこと，読むこ

と，話すこと，書くことによる 

実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な技能を身に

付けるようにする。  

 (1) 外国語の音声や語彙，表現，

文法，言語の働きなどを理解する

とともに，これらの知識を，聞く

こと，読むこと，話すこと，書く

ことによる実際のコミュニケーシ

ョンにおいて活用できる技能を身

に付けるようにする。  

（思考力， 

判断力， 

表現力等） 

(2) 身近で簡単な事柄について，外

国語で聞いたり話したりして自分

の考えや気持ちなどを伝え合う力

の素地を養う。  

(2) コミュニケーションを行う目的

や場面，状況などに応じて，身近

で簡単な事柄について，聞いたり

話したりするとともに，音声で十

分に慣れ親しんだ外国語の語彙や

基本的な表現を推測しながら読ん

だり，語順を意識しながら書いた

りして，自分の考えや気持ちなど

を伝え合うことができる基礎的な

力を養う。  

(2) コミュニケーションを行う目的

や場面，状況などに応じて，日常

的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で簡単な情報や考えな

どを理解したり，これらを活用し

て表現したり伝え合ったりするこ

とができる力を養う。  

（学びに 

向かう力， 

人間性等） 

(3) 外国語を通して，言語やその背

景にある文化に対する理解を深

め，相手に配慮しながら，主体的

に外国語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を養う。  

(3) 外国語の背景にある文化に対す

る理解を深め，他者に配慮しなが

ら，主体的に外国語を用いてコミ

ュニケーションを図ろうとする態

度を養う。  

(3) 外国語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しながら，

主体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を

養う。  


